
   思斉のしせい   

  

今回は支援室と研究部との臨時コラボ号です！ 今年度は研究部と支援室が協力をし、７月３０日（金）

に夏季公開講座を開催しました。例年とは異なり、新型コロナウイルス感染症対策のため、初めて Zoomで

の実施となりました。 

以下のテーマ内容で研修を行いました。 

・三木裕和先生 「障害のある子どもたちーその主体性を生かす学校教育とは」 

・本校各学部主事「各学部の概要」 

・支援室 リーディングスタッフ「地域支援相談の取り組みについて」 

今号は研究部部長 板屋先生と一緒に研修について振り返っていきます。 

 

三木裕和先生「障害のある子どもたちーその主体性を生かす学校教育とは」 

研修のテーマでもある「主体性」とは何でしょうか？主体性は辞書によると、自分の意志・判断で行動し

ようとする態度とあります。 

障害がある子どもの主体性を生かすために、子どものエピソードを交え具体的にお話してくださいまし

た。 

★ツヨシくんの絵★ 

三木先生が見せてくれた、ツヨシ君の絵。修学旅行で訪れた「まきばの宿」での思い出を描いた絵でした。  

いつもは好きなキャラクターを描くツヨシくんですが、修学旅行の後から、修学旅行の思い出を描き始め

ました。楽しい体験を通して、ツヨシくんに変化があったのです。楽しい思い出を描きたい、他者と共有し

たいという動機が、主体的な行動へとつながっていきました。 

 

★ほめることについて★ 

子どもをほめる。この行為は、私たち教員が日々行っていることだと思います。しかし二分的自己評価の

時期にいる知的障害がある子どもには、ほめることも十分に配慮をしていかなければいけません。 

「二分的評価」とは？ 発達の扉（上）白石正久著で二分的評価についてこのように記述されています。 

 

 

 

 

 

 

「ほめて育てる」ことが推奨されていますが、「他者からどう評価されるか」に過敏となっている子ども

に対してほめると、評価から抜け出せない、いつまでも二分的評価のステージのままにいることにつなが

る可能性もあります。子どもにとって手ごたえがないことを「ほめる」ことで「ほめる」が手段になって

しまう。実際の子どもの事例を出して、二分的評価にいる子どもが形成的自己評価へとステージを移行し

ていく様子をお話ししてくださいました。 
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対比的認識が獲得され始める、２歳の後半になると単に比べることばがわかるようになるというだけでは

なく、「できたかーできないか」「これでいいのかーこれではいけないのか」という評価に過敏になってきま

す。だから、相手の目や表情がとても気になるのです。――…ことに、描く、作るなどの手の活動は「でき

たかーできないか」「これでいいのかーこれではいけないのか」が自分でもわかり、他者から評価されるだ

けに、つらいことも多いのです。 

 



リーディングスタッフ 「地域支援相談の取り組みについて」 

・地域支援相談について地域の学校園の先生方に広めて、連携していきたい。 

・思斉支援学校の中でも、本校の地域支援と校内支援を担う支援室とリーディングスタッフがどのよう

な取り組みを行っているか知っていただき、校内支援を活用してもらいたい。 

この２つの目的でお話をしました。校内支援相談の事例紹介では、実際に使用した「問題となる行動の

機能分析（Motivation Assessment Scale）」を紹介しました。もう少しこのアセスメントについて

知りたいというお声をいただいたので、補足説明をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎地域の学校園の先生方へ… 

 

 

 

• 行動の機能（目的）を分析する。

• 行動の機能は「自己刺激」「逃避」「注目要求」

「物や活動の要求」に分けられる。

問題となる行動の機能分析

（Ｍｏｔｉｖａｔｉｏｎ Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ Ｓｃａｌｅ）

問題となる行動の機能を分析し、その行動の機能を別の有効なコミュニケーション機能に置き換える指

導を行う。 

（例）喉が渇くと、冷蔵庫の扉をガンガン叩く子ども。 

お茶が飲みたいということを伝えるために叩くという行動から、適切な方法「お茶が飲みたい」という

ジェスチャーや絵カードに置き換えていく。 

夏季公開講座で行った研修は、校内だけではなく、地域の学校園にも公開します。事前に配信希望

をとっていましたので、希望される学校園には YouTube で配信します。希望の締め切りは終わって

いますが、この「思斉のしせい」を読んで、研修の内容に興味が湧いた先生！！まだ間に合います！ 

もし、希望される場合は９月１７日までに FAX で夏季公開講座配信希望とメールアドレスを記載し

送ってください。 

思斉支援学校 FAX ０６－６９５１－４７１５ 板屋宛 

 

 

ＭＡＳの項目例 

 

ＭＡＳだけで、機能を判

断するのではなく、実際

の子どもの様子を観察

し、情報を組み合わせて

総合的に見ていくことが

大切です。 

ＭＡＳが気になる方はイ

ンターネットで「ＭＡＳ 

アセスメント」と検索し

てください！ 

 

 


